
アンケート調査によるニホンジカの林業被害の発生時期の把握の試み＊ 1

若山　学

Estimation of the occurrence month of forestry damage of Sika Deer 
by questionnaire survey

Manabu Wakayama

　奈良県森林技術センターで実施している農業集落・林業集落アンケート調査を利用し、奈良県におけるニ

ホンジカの林業被害の発生時期の把握を試みた。アンケート調査ではスギおよびヒノキのニホンジカによる

幼木摂食被害、幼木剥皮被害および成木剥皮被害は、１～４月にかけて多く、３月に最も多かった。幼木剥

皮被害が発生ピークとなる時期は、アンケート調査の結果と他地域での現地調査の報告とは同様であった。

しかし、成木剥皮被害については、アンケート調査の結果と奈良県を含む現地調査の報告とでは発生ピーク

となる時期は異なっており、また、幼木摂食被害の発生ピークとなる時期も異なる時期となる可能性があっ

た。アンケート調査は被害発生に関して一定の参考にはなるものの、アンケート調査のみでは正確な被害発

生時期の把握はできないため、現地調査を実施し、それぞれの被害の発生時期やピークとなる時期の把握に

努めていく必要があると考えられた。

*1　本研究の一部は、第 22 回「野生生物と社会」学会大会（2016 年 11 月、府中）において発表した。

1.　はじめに

　全国的にニホンジカ（Cerves nippon Temminck）

（以下、シカ）による林業への被害が大きな問題と

なっているが、奈良県においても林業被害は大き

く、2015 年度の被害面積は 164.23ha に上り１）、獣

類による林業被害では最も多く、林業経営上の大

きな課題となっている。奈良県におけるシカによ

るスギ、ヒノキの人工林における被害については、

被害の種類、形状の調査が実施されてきたが２- ４）、

被害の発生時期に関する調査は見当たらない。し

かし、効率的な被害対策を実施するためには、被

害の発生時期は重要である。例えば、集中捕獲を

実施し効果をあげるためには、被害を受けやすい

時期やピークとなる季節を把握することは必要な

情報となる。

　奈良県森林技術センターでは、2010 年度以降、

多発している野生鳥獣による農林業被害の防止の

ための基礎情報を得るため、主要な野生鳥獣の生

息状況や被害状況について、奈良県内の集落を対

象にアンケート調査を実施してきた。林業被害に

関係する獣種としてシカ、イノシシ、ニホンザル、

ツキノワグマそしてノウサギを対象としている。

そこで、このアンケート調査を利用して、奈良県

内におけるシカによるスギ、ヒノキの林業被害の

発生時期の把握を試みた。

２.　調査方法

2.1　スギ、ヒノキの林業被害の発生時期に関する

アンケート調査

　2010 年から 2014 年までの各年度に、奈良県内

の林業を営む全集落に向けてアンケート調査を実

施した。なお、ここでいう集落とは、市町村内の

行政区画の町、大字等である。アンケート調査は、

調査用紙とその記入例を印刷したものを（図１、

２）、市町村の協力のもと、森林組合員あるいは自

治会長（総代、区長等含む）を集落の代表者とし

て配布し、直接回収あるいは郵送による回収を行っ

た。配布は各年度６月末までに回答者の手元に届

くように行い、年度内に回収されたもの全てにつ

いて分析対象とした。分析に用いた質問項目は、

造林樹種としてのスギ、ヒノキについて、幼木摂

食被害、幼木剥皮被害、成木剥皮被害それぞれが

発生する月である（図１、２）。そして、それらの

項目について報告のあった集落数を記録した。

　なお、幼木摂食被害は幼齢林分での枝葉の摂食

被害を、幼木剥皮被害は幼齢林分での樹皮剥皮被

害を、成木剥皮被害は成長した林分での樹皮剥皮

被害を想定したものである。

2.2　奈良県内におけるシカによるスギ成木剥皮被

害の発生時期の現地調査

　アンケート調査の結果を検証するため、奈良県
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におけるシカのスギ成木剥皮被害の発生時期に関

する現地調査の事例収集を行った。調査の対象と

したのは、奈良県森林技術センターが 2009 年４月

から 2011 年３月の間に、奈良県黒滝村赤滝地内の

標高約 750 ｍのスギ 24年生林分に面積約 0.6ha（立

木密度約 2900 本／ ha）の調査地を設定して実施

した、ツキノワグマのスギ成木剥皮被害の防止調

査である５）。この調査では、ツキノワグマの樹皮

剥皮被害について発生時期を記録したが、併せて

シカの樹皮剥皮被害についても発生時期を記録し

ていたため、調査対象とした。調査期間中は 2009

年、2010 年共に４月から７月までは毎月１～２回、

それ以外は毎月１回から５ヶ月に１回の頻度で現

地調査を実施し、剥皮被害を受けた本数を記録し

た。

３．結果

3.1　アンケート調査によるスギ、ヒノキの林業被

害の発生時期

　アンケートによる、スギ、ヒノキの林業被害の

発生時期の調査結果を図３～図５に示す。年度間

でややばらつきはあるものの、幼木摂食被害、幼

木剥皮被害そして成木剥皮被害はスギ、ヒノキい

ずれも、被害が発生していると報告があった集落

数は、１月～４月にかけて多く、いずれも３月に

最も多くなった。逆に、８月～ 11 月にかけては、

被害が発生するとの報告があった集落数は少なく

なっていた。

3.2　奈良県内におけるシカのスギ成木の剥皮被害

の発生時期の現地調査

　調査結果を表１に示す。この調査において剥皮

被害は、2009 年は５月に８本、９月に１本で発生

し、2010 年は５月に２本で発生していた。アンケー

ト調査では、シカの成木剥皮被害が発生している

と報告があった集落数が多かったのは１月～４月

であったが、これらの時期には剥皮被害は発生し

ていなかった。

　なお、シカによる成木の剥皮被害は、樹皮摂食

によるものと角こすりによるものがあるが、本調

査での剥皮被害はいずれも、樹皮が剥がされて木

部が剥き出しになり、剥き出しになった木部には

角の痕跡は観察されず、傷害部周辺の樹皮が擦れ

た痕跡が無いことから、本調査のシカの剥皮被害

は樹皮摂食による剥皮被害のみであり、角のこす

りによる剥皮被害はないと判断された。

４．考察

　スギ、ヒノキの幼木摂食被害は、アンケート調

査では奈良県では１月～４月に報告集落数が多く

なり、３月に最も多いという結果であった（図３）。

奈良県外の他地域の現地調査の報告事例をみると、

東北地方の岩手県では、造林地に植栽されたスギ

苗木の摂食被害は、冬から春を中心とし夏から秋

に無被害の期間があったと報告されている６）。九

州地方の鹿児島県では、植栽直後のスギ植栽当年

生林の摂食被害は、一年を通じてみられ、特に春

から夏期にかけて多いと報告されている７）。また、

同じ九州地方でも熊本県では、植栽後２年間の幼

木の摂食被害は、年によって若干異なるが１年を

通じて発生し、夏季には一時的に減少、秋口から

増加して冬季に最大となると報告されている８）。

アンケート調査の結果は、東北地方の現地調査の

報告と被害発生がピークとなる時期は同様な時期

で、九州地方の現地調査の報告とは被害発生のピー

ク時期は全く異なっていた。

　スギ、ヒノキの幼木剥皮被害については、アン

ケート調査では奈良県内では１月～４月に報告集

落数が多くなり、３月に最も多いという結果であっ

た（図４）。奈良県外の他地域の現地調査の報告事

例をみると、岩手県では３月～４月にかけて集中

したと報告されている６）。また、兵庫県の６年生

から９年生の幼齢木での剥皮被害は、３月～４月

にかけて集中して発生し、被害発生率は４月にピー

クに達したと報告されており９）、いずれの報告も

奈良県のアンケート調査の結果と被害発生のピー

クとなる時期は同様な時期となっていた。

　スギ、ヒノキの成木剥皮被害については、アン

ケート調査では奈良県では、幼齢木の摂食被害、

幼齢木の剥皮被害と同様に１月～４月に報告集落

数が多く、３月に最も多くなるという結果であっ

た（図５）。奈良県でのスギ林分での現地調査では、

５月と９月に剥皮被害が確認され（表１）、これは

樹皮摂食による剥皮被害であった。スギ、ヒノキ

の成木剥皮被害は、三重県10）、兵庫県11）では樹皮摂

食による剥皮被害が主であり、島根県12）や鹿児島

県13）では角こすりによる剥皮被害が主と報告され

ている。福岡県では樹皮摂食、角こすりのいずれ

の被害も発生すると報告されている14）。樹皮摂食

による剥皮被害は、奈良県に隣接する三重県では

樹木の成長期にあたる３月～ 10 月に発生、３月～

８月に被害が集中し10）、兵庫県では６月～８月と

夏季に集中して発生したと報告されている11）。ま
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年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月～3月

189002

2010 2

表１　スギ成木剥皮被害の発生時期と被害発生本数（奈良県黒滝村赤滝スギ 24 年生林分）

た、九州地方の福岡県のヒノキ林分では、１月～

４月を除く期間で発生、５月～７月に集中的に発

生したと報告されている14）。一方、角こすりによ

る剥皮被害は、島根県では主としてシカの繁殖期

にあたる９月～ 11 月に生じると報告している12）。

また、鹿児島県では９月～翌年１月までの期間に

みられ、10 月をピークとする９月～ 11 月に集中

して認められたと報告している13）。福岡県では９

月～１月の期間で発生し、ピークは９月上旬、10

月であったと報告されている14）。なお、人工林で

の事例ではないが、奈良県内の冷温帯落葉広葉樹

林では、樹皮剥ぎは樹皮摂食によるものがほとん

どで、春季から夏季に多く発生し、角こすりによ

る被害は秋季に少量発生していた（若山未発表）。

このようなことから、奈良県におけるシカのスギ

やヒノキの成木剥皮被害は、春季～夏季にかけて

多く発生し、アンケート調査で成木剥皮被害が発

生していると報告集落数が多かった冬季～春先は、

少ないものと考えられる。

　幼木剥皮被害の発生ピークとなる時期は、アン

ケート調査の結果と他地域での現地調査の報告と

は同様であった。しかし、成木剥皮被害については、

アンケート調査の結果と奈良県を含む現地調査の

報告とでは被害のピーク時期は異なっており、ま

た、幼木摂食被害のピーク時期も異なる時期とな

る可能性がある。以上のことから、アンケート調

査は被害発生に関して一定の参考にはなるものの、

アンケート調査のみでは正確な被害発生時期の把

握はできないため、現地調査を実施し、それぞれ

の被害の発生時期や発生量のピークとなる時期の

把握に努めていく必要があると考えられた。
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図１　アンケート調査用紙（2014 年度版）

* 基本的な調査内容については毎年同じを質問おこなっている
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図２　アンケート調査の記入例
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図３　アンケート調査による幼木摂食被害の発生時期

スギ 

ヒノキ 
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図４　アンケート調査による幼木剥皮被害の発生時期

スギ 

ヒノキ 
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図５　アンケート調査による成木剥皮被害の発生時期

スギ 

ヒノキ 
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